第５節　中長期におけるこころのケア活動
第３章　各期における関係機関の役割

	第５節　　中長期におけるこころのケア活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ポイント

この時期に必要な

こころのケア活動

★　現場に出かけていく（アウトリーチ）が必要

★　「精神科」あるいは「こころ」という看板を掲げすぎない

★　生活全体の支援を考え、求められていることを行う

★　被災者の心理に関する正しい知識を持つ

★　精神症状をスクリーニングする

★　関係する諸機関が相互に連携する

★　救援者のメンタルヘルスの維持に努める
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震災直後の心のケア対策と再建に向けた心のケア対策
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アウトリーチ
　この場合、地域保健に精通した保健師さんなどと行動を共にすると、被災住民の抵抗感も少なくうまく現場のニーズ把握と求められている援助を提供することができます。


	１　　市町村の役割

(1) 市町村の活動事項
◆　健康相談　：　被災住民対象

◆　巡回訪問

◆　電話相談の設置（必要に応じて開設）

◆　精神障がい者施設（作業所、授産施設、グループホーム等）の支　　援

◆　ストレスに関する健康教育

◆　ＰＴＳＤの知識普及

◆　こころのケア連絡会議の開催又は出席（災害規模等を考慮して被災市町村ごと、或いは広域圏域で開催）

(2) 精神保健に関する想定される課題と対応
< 被災者 >

◆　ストレス状態の改善に個人差があり、PTSD症状が出始める人がでてきます。

◆　災害で生命の危険や悲惨な体験をしたり、家族や友人の死、財産の喪失等に直面すると誰もが不安や抑うつなどの心理状態を体験しますが、ほとんどの場合、時間の経過とともに自然に改善されていきます。しかし、ストレスの大きさや状況などにより症状が長期化する場合やＰＴＳＤを発症するケースがあり、早期発見と対応が必要となります。

　　◆　回復には個人差があり、不安や不眠などの症状が長引く人や精神疾患に移行する人が出てくる場合があります。支援対象者のスクリーニングを具体的に行う必要があります。こころの回復に複数のニーズを持ったハイリスク者には個別支援が必要となります。

< 行政機関 >

◆　避難が長期化するに伴い、担当者の仕事は増加します。交代で休みを取るなど職員のメンタルヘルスに注意が必要となります。

２　　保健所の役割
中長期における保健所の役割として、避難所での健康相談、巡回訪問が挙げられます。こころのケアが必要な対象者を発見し、早期の対応・継続支援が求められます。

(1) 避難所での健康相談
◆　心身の両面からの健康相談

初動期の健康調査で発見された人への継続支援

◆　巡回訪問、継続支援



	◆　管内の精神障がい者作業所、社会復帰施設等の活動支援

◆　健康教育

ストレス対処に関する教育、ＰＴＳＤに関する普及啓発

◆　ＰＴＳＤを訴える人への支援

◆　電話相談の継続

◆　救援者のこころのケア対策

　　

３　　精神保健福祉センターの役割
こころのケア活動の中心的役割を担う「こころのケアチーム」への助言、協力、被災地の精神保健活動への助言、さらに、健康相談への支援やスクリーニング調査を含めたＰＴＳＤを呈する方への支援なども役割として挙げられます。

(1) こころのケアチーム、関係機関への協力、指導
◆　こころのケアチームへのバックアップ（情報提供、こころのケア活動への助言）

◆　被災地の精神保健福祉活動への助言

◆　こころのケアチームに係る連絡調整事務

◆　こころのケアチームの活動状況による記録票の保持

(2) 住民に対する健康教育
◆　健康相談、スクリーニング活動のバックアップ

◆　ＰＴＳＤ診断の支援（スクリーニング質問票SQD活用・巻末資料参照）

◆　状況に応じてデブリーフィングなどを開催

(3) 他機関との連携
◆　こころのケア連絡会議への参加

◆　関係機関との連絡調整


	ポイント

デブリーフィングとは？

　心理や精神保健の知識を持った人を主導に、大きな心的衝撃を受けたような場合に、グループでお互いの感情を吐露し、感情の共有を図ることで、孤独感の軽減、ストレスを緩和する専門的手法。

実施時期は、災害から１日ないし３日以内が最適といわれている。

	４　　こころのケアチームの活動

　　「支援活動マニュアル」に掲げるこころのケアチームの活動は次のとおりです。

· 活動拠点における相談

□　避難所の巡回相談・診療（相談、簡単な投薬、必要に応じた紹介など）

□　在宅精神障がい者、在宅のハイリスク者の巡回相談（これは地元の保健師巡回に同行、或いは紹介によって行う）

□　救援者（行政職員、保健師、他の医療スタッフ）、保育士、介護士などケア提供者へのメンタルヘルスに関する啓発（講習会）
	

	ポイント

心理教育とは？
患者とその周囲の人々の精神的な安定を図ることを目的としたもの。病気と障害に対して正しい知識や情報をもち、偏見や間違った自責の念などを排除することにより、ストレスを軽減し、また、同じ悩みをもつ人たちがお互いに交流することにより、経験を分かち合い、お互いに助け合う関係を築くことができます。

	· 救援者のメンタルヘルスへの配慮と相談などの介入

□　避難所等にいる一般被災者への精神保健に関する心理教育（パンフレットの作成、講習会）

□　メンタルヘルスの増進のためのプログラムの提言、実施（コミュニケーションの場の設定、レクリェーションなど）

□　定時（１回／日）のミーティング（地元保健師、担当者や他の医療チームと合同）

□　相談記録や処方箋の管理




図１　被災地におけるこころのケア活動の位置づけ
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図２　こころのケア対策の主たる活動の概要
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図３　こころのケア対策と時系列的な対応のモデル
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こころのケアチーム派遣時の後方支援活動

● 被災に関する情報

の収集（必要に応じ

て先遣隊の派遣）

● 派遣チームの編成

● チーム員の研修と

ミーティング

● 派遣に必要な医療

器具や医薬品、装備

等の確保

● 診療や相談に必要

な用紙等の整備

● こころのケアチー

ムに関するＰＲ資料

の準備など

※スタッフ：精神科医師、臨床心理士、保健師、福祉職の１チーム４名で編成

第１班には総務員を配置し、活動拠点や宿営地の確保、関係機関等との連絡調整に当てる

活動状況の報告等

情報提供・連絡調整・撤収指示等

定時連絡

※２４時間体制

被災地のニーズ等により専門職種の変更、精神科医師のスパー

バイズの下に支援者のストレス反応への対応など


図４　後方支援活動のモデル（新潟県中越地震の実際）
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